
1．はじめに
オホーツク技術士委員会は、平成 14年 11月 12

日に「オホーツク技術士協議会」として発足総会を開
催して以来、「オホーツク技術士会」そして現在の「オ
ホーツク技術士委員会」と名称を変えながらも、地
元に根差した活動を続けてまいりました。
発足総会では、現在、北海道本部長の能登繁幸様、

特別顧問の斉藤有司様を講師としてお招きし、技術
者倫理や継続教育についてご講演いただいたこと
を、記憶しております。また、発足当初は、日本技
術士会会員にこだわらず、地元技術士が自主的に独
立した組織として結成したことから、会員の増強を
推進するうえからも、積極的に技術士試験対策講座
を開催し多くの技術士誕生の礎となってきたと考え
ております。
このような活動を行ううえでは、組織をまとめ、

そして慕われるリーダーが必要であり、その役割を
発足当初より会長を務めて下さりました大島俊之技
術士にお願いしてまいりました。
今回の定期総会は、その大島技術士が札幌市に転

居されたことにより、長年務めてくださった代表を
退かれるということから、当委員会にとって大きな
節目となる総会となりました。
2．定期総会
日 時：平成 27年 5月 22日(金)

15：30～
場 所：ホテルベルクラッシック北見(北見市)
議事内容：
1．2014年度 事業報告
2．2014年度 会計決算及び監査報告
3．2015年度 事業計画、役員体制
4．2015年度 会計予算

総会において新たな代表として、発足当初より幹
事として積極的に運営に協力してくださっている橘
邦彦技術士が全会一致で選出されました。
大島前代表については、顧問として今後も札幌の

地よりオホーツク技術士委員会をみまもっていただ
くこととなりました。
3．技術講演会
技術講演会は、新代表となった橘技術士の挨拶か

らはじまりました。

技術講演会については、例年、その時々の話題に
ついて外部の講師をお招きし行っておりますが、今
回は、代表を退任される大島技術士の特別講演とし
て、「ベトナムのインフラ整備状況・東北震災復興状
況」と題して 16：00 から 17：30 まで講演会を行
いました。
大島技術士の代表退任の特別講演ということもあ

り、地元の建設業界をはじめ市役所等の官公庁、北
見工業大学の同窓生等、会員以外からも多くの皆様
にご参加いただきました。
大島技術士からは、ベトナムのインフラ整備や東

北の復興に様々な技術が用いられており、技術士が
貢献していることをご講演いただきました。
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4．新合格者・新規会員祝賀懇親会
例年は、新規合格者の祝賀会をメインとした懇親

会となっておりますが、今回は、1次試験の合格者
が 1名だったことともあり、大島前代表の退任がメ
インとなる懇親会となりました。
地元選出の船橋賢二道議会議員が大島前代表の労

をねぎらうために駆けつけて下さり、ご挨拶をいた
だきました。

また、北見工業大学同窓会北見支部長の富田様に
も来賓としてご出席いただきました。

さらに、大島前代表の北見工業大学での教え子で
もある佐藤技術士(北見市役所)と大澤技術士(遠軽
町役場)による学生時代から今日までの思い出を
綴った作文の朗読があり、大変盛り上がった懇親会
となりました。

5．おわりに
オホーツク技術士委員会は、新役員体制のもと更

なる技術の向上に励んでまいります。
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※大島前代表による特別講演

※技術講演会の様子


